
 

  

例会記録  

会員総数  60名 出席会員数 18名 

ゲスト      0名  ビジター   1名 

その他      0名 海外ﾋﾞｼﾞﾀｰ   0名 

事務局      3名 

 

 

  
 

 

 

ニコニコボックス  

細谷会長：乳井さん吉田さん、卓話を宜しく 

お願い致します。 

 

次回予告  

第30回例会 2026、5，18（＃2480） 

会場：舞の間 

例会ホスト・紹介係   藤田会員     

    受付係  濱田会員  地引会員 

司会者  近藤会員 

ソングリーダー  乳井会員 

 

卓話 オープン例会 

「戦国大名の事業承継～ 

後継者の選定・育成について～」 
 

歴史小説家 加来 耕三氏 

紹介者 植芝会員 
  

今期のモットー： 「より高みを目指して」 
会長報告 

1）本日は、会員を知ろうシリーズ 乳井会員と吉田会員です。 
 

幹事報告 

1）5月度6月度の定例理事会は、次年度の理事もご出席ください。 

2）5月18日には、歴史小説家の加来耕三氏の卓話をお願いしております。この日はオープン例会と致します 

ので、是非お知り合いをお連れ下さい。 

3）来週は、祝日週の為、例会は御座いません。 次回通常例会は5月11日です。 

 

  本日の例会プログラム 

第 29回例会 2026.5.11（＃2479）        舞の間 

例会ホスト・紹介係  藤田会員 

受付係    濱田会員  地引会員 

司会者 近藤会員  ｿﾝｸﾞﾘｰﾀﾞｰ 乳井会員 

 

卓話 「カーボンクレジットで新たな価値創造を」 
㈱バイウィル代表取締役社長 下村 雄一郎氏 

紹介者 園田会員  
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UNITE   FOR    GOOD 

よいことのために手を取り合おう 
 

東京麹町ロータリークラブ    

 前回の報告  

第 28回例会 2026.4.20（＃2478）        舞の間 

例会ホスト・紹介係  園田会員 

受付係    浅野会員  保科会員 

司会者 保科会員  ｿﾝｸﾞﾘｰﾀﾞｰ 末竹会員 

 

卓話 「会員を知ろう③」 
乳井真一会員＆吉田次年度会長 

  

 

   2025〜26 年度年度 

国際ﾛｰﾀﾘｰ会長  Francesco  Arezzo 

 

 

会員名簿を更新いたします。 

名簿は 1年おきに作成しております。 

皆様の名簿のデータに変更やご希望がござい

ましたら、6月 10日までにお知らせください。 



 
 

  
 

 

 

強羅花壇女将として 

 
 

 

強羅花壇前女将 藤本 三和子氏 （4/13卓話 細谷会長紹介） 

 

  

 

 

 私は2年前に、箱根の

旅館「強羅花壇」の女将

を引退しました。 

 生まれたのはまだま

だ戦後の混乱期であっ

た昭和 25 年で、五反田

の池田山という所で育

ちました。元々人に喜ん

でもらうことが大好き

で、人に喜ばれることをしなさいと教えられて育ちました。 

 そして小さな頃から美しいものが好きでした。中学生の

頃、祖母と一緒に行ったヨーロッパ旅行でイタリアに魅せ

られ、短大卒業後はイタリアに留学したいと思うようになり

ました。しかし、留学にはスポンサーが必要です。私は怒

られることを覚悟して祖父に留学の話を切り出したとこ

ろ、祖父は「日本はこれから国際化の時代を迎える。女性

であっても語学は助けになるかもしれないし、見聞を広め

るのはいいことだ」と言ってくれて、イタリア留学が決まっ

たのです。 

 しかし、イタリア留学中に祖父が倒れたという知らせを

受け、私はいったん帰国することになります。祖父は最終

的に 9 年もの入院生活を送ることになり、私もその間何も

しないでいるわけにもいきません。するとその頃、髙島屋

がたまたまイタリアンフェアの通訳を探していたので、私

は通訳として採用されました。ファッションが好きだったの

で、イタリアに特化した仕事をしたいと思うようになり、そ

の後もイタリア語の通訳やイタリア関連の仕事に携わりま

した。このとき、ヨーロッパの VIP を接待する中で、伝統的

な日本の宿には外国人にとって不便なところが多いという

ことを実感しました。 

 私はその後もイタリア関係の仕事を続けていくものと思

っていたのですが、祖父母が創業した旅館「強羅花壇」を

1989年に受け継ぐことになりました。「強羅花壇」は元々、

箱根が好きだった祖父が閑院宮様の別荘を買い取り、ぜ

んそく持ちの祖母の住まいとして使っていました。ただ、

当時は寂しい場所だったので、祖母はそこで小さなゲスト

ハウスを始めました。高度成長期になると箱根が新婚旅

行のメッカとなり、客室を徐々に増やしていきます。祖父

母が他界してからは、母は女将業を一切しなかったので、

しばらくは人任せにしていたのですが、主人と相談して旅

館を運営していく決心をしました。 

 

 

 

 

 

 

 幸い私はクリエイティブなことやおもてなしが大好きで、

主人はマネジメントが大好きだったので、お互いサポート

し合いながら二人三脚が始まりました。しかし、何から手

を付けていいか、二人とも全く分かりません。そこで、お互

いに海外での仕事が長かったことから、海外の VIP も来

てくれるような宿にしようという目標を持つことにしました。 

 旅館の設計は、当時大学を出たばかりの無名な建築家

を選ぶことにし、アモルフという建築家集団と共に進めま

した。そして 1 階部分をどうしようかと悩んでいたときに、

私たちが新婚旅行で泊まったカリブのホテルでは客室に

小さなプールがあったことを思い出したのです。われわれ

はそこからヒントを得て、露天風呂付き客室を設計しまし

た。当時は客室内に風呂がないところがほとんどでした

が、それを覆す新しい発想の旅館でした。食事もお膳に

並べるのではなく 1 品ずつ出すことを提案し、各フロアに

料理場を設けました。 

 そうしていろいろな問題をクリアして、1989 年 6 月、オー

プンの日を迎えました。数十億円の借金を抱えてのスタ

ートで、宣伝の予算はなく、1日のお客さまが 5人という日

もありましたが、1 年弱が過ぎて、露天風呂付き客室が話

題になると、大手企業が接待で使ってくださるようになり、

徐々に経営が軌道に乗りました。 

 コロナ禍や震災など、強羅花壇を閉めなければならない

局面はたくさんありましたが、人に喜んでもらいたいという

気持ちと、美しい宿をつくりたいという情熱で今も続いてい

ます。強羅花壇をつくることができてとても幸せでしたし、

これからも続いていってほしいと心から願っています。 
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クラブだより  No.29  

 新旧合同クラブ協議会 5 月 25日 18：00～ 

  ＠維新號 
 今期・来期の各委員長は必ずご出席ください 

 今期の各委員長は 1 年間の活動報告をお願い致します。 

来期の各委員長は、来期の活動計画を 6 月 15 日までに

ご提出ください。 
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